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• DSpaceで扱えるのは、schema name、 element、qualifierの3階層ま
で 
– SPASEフォーマットをそのまま扱うことができない 
– schema nameは、iugonetを登録 























































































   (以下未定) 
• 2010年7月6日（火）～9日（金） 
The 5th International Conference 
on Open Repositories, Madrid Spain 
– ポスター発表？ 
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まとめ 
• DSpaceをベースにメタデータ・データベースを構築中である。 
– 検索に必須な要素（SPASEのサブセット）をDSpaceに登録する。 
– SPASEで記述されたオリジナルのXMLは閲覧可能。 
 
• 解析ソフトウェアに関するERGとの連携協議を、２月３日（水）
に行う。DSpaceとのインターフェイスについて議論する。 
 
• JPGU（２０１０年５月２３日（日）～５月２８日（金））にて、
IUGONETブースを出展しデータベースのデモ予定。 
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